
刈谷市施策評価シート(①基本施策推進状況)
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●市政に対する市民の評価

件
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1,450 1,260 1,400
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関連する施策の内容（小施策）

94.0
(24年)

―

21

〔2〕

◎ 1,444

成果

活動

●

〔1〕 関連する施策の内容（小施策）

専門家による法律相談対応可能数

振り込め詐欺や悪質商法などに気をつけている市民の割合

関連する施策の内容（小施策）

1,442

〔6〕

●

〔3〕

〔4〕

〔5〕

消費生活に関する講座開催数

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

相談員数（弁護士・司法書士・消費生活・外国人など）

活動

◎ 活動

多様な問題や悩みが解消され、安心に生活しています。

氾濫する情報や宣伝などに惑わされない賢い消費者になっています。

目標指標達成状況

施策の内容（小施策）

20

施策責任者

とりまとめ課

基本施策 49
生活安全部

49１ くらし安心課市民相談の充実

市民生活

関係課

目標値

27年 32年

21 18

49２

49３

まちの状態

市民の暮らし

名称 単位
実績値

25年 26年 27年

情報提供の充実

消費者の保護・育成

めざす姿（生活像）が下記のどの目標
指標と関連しているか表示しています

めざす姿　（生活像）
プライバシーが保護された相談しやすい環境が整っています。

消費者被害にあわないための情報提供が充実しています。

【注】 ◎…最終目標達成、○…中間目標達成、●…未達成だが上昇傾向、△…未達成で下降傾向 
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刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ○ 成果 ％

〔2〕 ◎ 成果 ％

〔3〕 ◎ 活動 人

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

人権擁護委員数

13時～16時30分 13時30分～16時 13時～16時 13時～15時45分13時～16時

11

名称

外国人相談員に対する外国人満足度

32年

100

26年 27年25年

各種相談に対する市民の満足度 78.1 83.6 81.8 87

現状分析と課題

市民相談の充実49１

事業費　（千円）／（％） 26年度

施策の内容（小施策）

碧南市 安城市

単位

備　考

第１・２火、第１土、
第２～４木

26,901 97.3%

くらし安心課担当課

関係課

27年度 28年度

決算／基本施策内での割合 22,790 96.7% 23,898 96.8%

予算／基本施策内での割合 23,497 96.7% 24,148 96.5%

―

目標値実績値

9

98.1

1010

99.5 99.9

成　果

水 第１～４金

刈谷市

月、第２・４水、
金（第５除く）

高浜市知立市

比較項目

西尾市 ―

第２・４木 第１・３木

単位弁護士相談の開設日

13時～16時

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

現状分析 課題の整理 

弁護士などの法律の専門家や各種の
経験を有する相談員の確保による相
談体制の充実 

外国語に対応できる相談員の確保に
よる在住外国人の生活相談の充実 

市民が相談しやすい雰囲気づくりや
安心して相談できる場の確保 

犯罪被害や人権侵害などへの相談体
制の検討 

相談件数    1,523件 

 ・一般相談   629件 

 ・弁護士相談  597件 

 ・司法書士相談  68件 

 ・登記境界相談  23件 

 ・年金労務相談   9件 

 ・消費生活相談   69件 

 ・交通事故相談  95件 

 ・その他相談    33件 

○人権擁護委員の日特設相談所開
設 (6月) 

○わんさか祭り(8月)、福祉健康
フェスティバル(10月)で啓発活動 

○市内幼稚園・保育園で人権紙芝
居を実施(11～2月) 

○人権週間特設相談所開設、街頭
啓発(12月) 

市民相談事業  

相談員数    4人 

相談件数    7,993件 

 ・ポルトガル語 3,468件 

 ・タガログ語  2,736件 

 ・中国語    1,789件 

外国人相談事業  

人権擁護対策事業 

◆各種言語の外国人相談員の存在が市民に周知され、
年々相談件数が増加し、外国人相談サービスの充実が図
られている。 

○相談内容や件数の推移を見ながら、
必要に応じて相談体制を精査する必要
がある。 

◆ 市民からの様々な相談に対応することで諸問題の早期
解決の促進を図り、市民サービスの向上を図ることがで
きている。 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ○ 成果 ％

〔2〕

〔3〕

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

施策の内容（小施策） 49２ 情報提供の充実
担当課 くらし安心課

関係課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

329 1.2%

決算／基本施策内での割合 442 1.9% 434 1.8% ―

予算／基本施策内での割合 452 1.9% 442 1.8%

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

比較項目 単位

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

備　考

成　果

現状分析と課題

―

振り込め詐欺や悪質商法などに気をつけている市民の割合
94.0

(24年)
― 94.1 98

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

警察や消費生活センターなどとの連
携による、各種相談に関する情報の
共有 

消費トラブルなどの情報提供と悪質
な行為などに対する注意喚起 

現状分析 課題の整理 

消費者行政活性化事業  

○消費生活講座等で啓発教材
（暮らしの豆知識）を配布 

 

○相談窓口を記載した啓発物品
を市役所窓口やイベント会場で
配布 

 

○国や県の消費生活情報をホー
ムページに掲載 

○様々なやり口の悪質商法が後を絶たな
いことから、消費者保護のため、最新の
情報を広く啓発する必要性がある。 

◆相談窓口や消費者被害未然防止のための啓発物品等によ
る周知啓発により、相談者の保護を図ることができている。 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ○ 活動 回

〔2〕

〔3〕

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

消費生活講座開催回数 5 5 5 8

施策の内容（小施策） 49３ 消費者の保護・育成
担当課 くらし安心課

関係課

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

416 1.5%

決算／基本施策内での割合 346 1.5% 364 1.5% ―

予算／基本施策内での割合 351 1.4% 429 1.7%

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

比較項目 消費生活講座開催回数 単位 回

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

備　考

成　果

現状分析と課題

―

5 13 2 4 1 0

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

消費生活情報の提供と消費生活講座
等で消費者意識の啓発による賢い消
費者を育成 

西三河消費生活相談室との連携によ
り、消費者取引間の公正・公平の確
保や消費者保護による被害を防止 

消費者団体の行う研修や見学会の開
催支援 

消費者意識の高揚と消費者団体の指
導・育成 

現状分析 課題の整理 

○今後も多様な消費者トラブルを未然に防ぐた
め、消費生活講座の回数や内容等を検討する必
要がある。 

◆消費生活講座の開催や消費生活情報の全戸回覧により、市
民に消費者トラブルの未然防止等の知識を啓発することがで
きている。 

 

消費者生活対策事業 

○消費生活講座の開催 

  回数 5回（施設見学含） 

  参加者 218人 

 

○消費生活情報「あいち暮ら
しっく」の地区回覧 

 

○製品安全４法及び家庭用品品
質表示法による立入検査・計量
法による商品量目検査の実施 

 

○かりや消費者生活学校への補
助・事業支援 



刈谷市施策評価シート(③基本施策の現状分析と課題と今後の方向性)

今後の方向性

現状分析と課題

課題の整理 現状分析 

◆市民からの様々な相談に対応することで諸問題の早期解
決の促進を図り、市民サービスの向上を図ることができて
いる。 

◆消費生活講座の開催により、市民に対する「食の安心・
安全」及び「消費者被害に遭わないための知識」の習得が
図られた。 

 

◆相談窓口や消費者被害未然防止のための啓発物品等によ
る周知啓発により、多くの相談者の保護を図ることができ
ている。 

市民相談の 

充実 

情報提供の 

充実 

消費者の 

保護・育成 

○引き続き各種相談を受けた市民に
対する満足度等の把握により、市民
ニーズをふまえた相談業務の改善が
必要である。 

◆市民相談の件数や内容等を踏まえ、各種相談の拡充や回
数増について検討 

◆関係機関との連携を密にした各種相談に関する情報の
提供 

◆消費者意識の啓発に努め、賢い消費者の育成を支援 



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)
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今
後
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方
向
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終期設定

休止・廃止

凡例
予算対応の考え方

現状維持

改善・効率化

拡充

縮小

49３ 消費者の保護・育成

くらし安心課

施策の内容(小施策)

市民生活
関係課

49２

基本施策 49

49１

49３

市民相談の充実

情報提供の充実

消費者の保護・育成

4

3

2

普
通

高
い

普
通

改善・効率化 Ⅳ1 消費者生活対策事業
351 429 416 高

い
346 364 ―

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

4

3

2

Ⅲ1 消費者行政活性化事業
452 442 329

普
通

442 434 ―

情報提供の充実

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）

普
通

普
通

普
通

現状維持

くらし安心課
480 510 ―

普
通

現状維持 Ⅲ

予算対応
の考え方

担当課
2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

49２

4

高
い

普
通

普
通

3 人権擁護対策事業
509 515 623

くらし安心課
11,638 12,361 ―

10,945 11,039 11,418 高
い

高
い

普
通

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ

10,673 11,028 ―

高
い

くらし安心課

1 市民相談事業
12,043 12,594 13,610

高
い

普
通

現状維持 Ⅲ2 外国人相談事業

49１ 市民相談の充実

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性


